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会場案内 
会場｜岡山コンベンションセンター 
〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町 14-1 
 受付 ３階 ホワイエ 
 口頭発表会場 ３階 コンベンションホール 
 ポスター発表会場 ３階 301 会議室、302会議室 
 世話人会 2 階 展示ホール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
懇親会会場｜ホテルグランヴィア岡山 
〒700-8515 岡山県岡山市北区駅元町 1-5 
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プログラム 
第１日目 10月 6日(火) 
9:00 開会挨拶 
 
9:10 Session 1 座長：清田 洋正（岡大農化） 
O1-01 抗腫瘍活性天然物 rhazinilamおよび類縁アルカロイドの全合成 
 (岡山大院医歯薬) ◯岡西 勇介、岡田 咲、村岡 凜、好光 健彦 
O1-02 ジエポキシドからの 3,8-DOBCO骨格一挙構築反応の開発: Nivariol の不斉全合成 
 (阪公大院理・鹿大水) 〇日浦 章瑛、西川 慶祐、鶴田 智暉、津留﨑 陽大、岡﨑 光汰、渡邉 

将由、林 幹史朗、中尾 信之介、熊谷 百慶、森本 善樹 
O1-03 伝承薬物由来の生理活性クマリンの全合成: クロスカップリング反応を鍵とした多置換クマリ

ン骨格の形成とゲラニル基の導入の検討 
 (1近畿大薬・2近畿大共同利用セ・3近畿大薬総研） ○高島 克輝 1、西川 陽斗 1、丸本 真輔 2、

石川 文洋 1、田邉 元三 1,3 
O1-04 苔類の複素環化合物：分布・構造・生物活性 
 (徳島文理大生薬件) 〇浅川 義範、山本 博文、浅野 優惟、真鍋 高輝 
 
10:30 休憩 
 
10:40 Session 2 座長：原口 亮介（千葉工大院工） 
O1-05 RXR拮抗薬CBTF-EE を基盤とする蛍光プローブおよびBNCT用ホウ素送達薬への分子展開 
 (1岡山大院医歯薬・2静岡県立大学・3京都大学) ○加来田 博貴 1、渡邊 将貴 1、高村(瀧奥) 真

歩 1、高村 祐太 1、藤原 美智子 1、眞下 篤 1、大谷 瑠也 1、中野 祥 2、近藤 夏子 3、櫻井 良
憲 3 

O1-06 イミダゾール縮環ベンゾキノン：水系有機レドックスフロー電池活物質への応用 
 (愛工大工) ◯森田 靖、浜崎 真莉菜、石川 航貴、堀 魁人、岡田 茂満、村田 剛志 
O1-07 ジヒドロベンゾ[b]フェノホスファジニウム (BPPZ+)の合成と光学特性の調査 
 (岡山理大工) ◯奥田 靖浩、高本 朔汰、白井 萌子、吉成 智哉、折田 明浩 
O1-08 含窒素[10]パラシクロファン類のラセミ化障壁におけるエントロピー/エンタルピー寄与 
 (早大先進理工) ◯鎌田 祐輝、鹿又 宣弘、柿沼 匡希、小野 雄輝、宮下 祐輔 
 
12:00 昼食休憩 
 
13:00 ポスター発表 
 前半 奇数番号 
 後半 偶数番号 
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14:20 Session 3 座長：三浦 智也（岡山大院環境生命自然） 
O1-09 ピリジニウム塩中間体を鍵とするアリール類へのアルキルチオ基導入法の開発 
 (長崎大院医歯薬) 〇脇山 黎大、望月 祐樹、山本 耕介、尾野村 治、栗山 正巳 
O1-10 含ヘテロ原子 trans-シクロノネンの合成と評価 
 (京大院薬) 〇王 一葦、紀之内 颯、田渡 司、高山 亜紀、黒田 悠介、高須 清誠 
O1-11 アラインを用いた新規チオスルホナート合成を基盤とする含硫黄縮環骨格の構築への展開 
 (東理大院先進工) 〇山本 悠成、田端 慎也、沼田 向陽、吉田 優 
O1-12 スピロシクロプロパンの環拡大反応によるスピロヘテロ環合成 
 (京都薬大) 〇𠮷岡 虹太、川島 明音、稲葉 龍一郎、細田 歩花、友原 啓介、南部 寿則 
 
15:50 休憩 
 
16:00 Session 4 座長：山本 耕介（長崎大院医師薬） 
O1-13 複素環スルフィドを基盤とする光レドックスHAT触媒の開発 
 (静岡大院総合科学技術) 〇仙石 哲也、西岡 駿、小神田 優羽、野口 良史、小林 晴陽 
O1-14 可視光を利用したN-ニトロソアミンからの含窒素複素環合成 
 (岡山大院環境生命自然) 〇大西 一碧、秋元 秀太、長谷川 寛人、山崎 賢、三浦 智也 
O1-15 ベンゾシクロブテン類の光反応を利用した分岐合成法の開発 
 (富山大学薬) 〇谷岡 卓、松谷 裕二 
O1-16 ベンゾチアゾール基を有する新規チオウレア光触媒の開発と還元的変換反応への応用 
 (1静岡県大院薬・2静岡県大薬・3静岡大学グリーン科学技術研究所) 〇新井 啓 1、長原 穂佳

2、原口 卓巳 1、近藤 満 3、江上 寛通 1, 2、濱島 義隆 1, 2 
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第2日目 10月 7日(水) 
9:00 Session 5 座長：奥村 慎太郎（京大院工） 
O2-01 新規ホスフィンリガンドの開発に基づくキラルα,β-ジアミノ酸誘導体の不斉合成 
 (名工大院工) 〇岡島 さゆり、飯塚 夕夏、中村 修一 
O2-02 カルボニル触媒を用いたアンモニア変換反応の開発 
 (九大院薬) 〇下園 和輝、西本 奈央、田上 拓磨、大嶋 孝志 
O2-03 キラルNHC/カルボキシラート触媒を用いる 2-aminoalkane-1-ol 類の速度論的光学分割 
 (徳島大院薬・徳島大薬) 〇藤原 達也、村上 絢音、橋本 圭司、猪熊 翼、山田 健一 
O2-04 メカノケミカル法によるペプチドチオカルボン酸の新規合成法の開発 
 (産総研触媒化学研究部門/食薬資源工学OIL) 生長 幸之助、五十嵐 浩、〇藤村 光揮、林 正

弘、中野 眞人 
 
10:20 休憩 
 
10:30 Session 6 座長：澤間 善成（阪大院薬） 
O2-05 動的結晶化による環状アミナールの絶対不斉合成 
 (慶大理工・慶大医) 〇桒原 旺士、大石 毅、藤木 翔吾、佐藤 隆章 
O2-06 SN-38 の光感応型クマリンコンジュゲートの合成と機能解析 
 (中大院理工・中大理工学術院) 〇岩田 りえる、近谷 和、谷内 遥光、山田 大雅、小松 晃

之、不破 春彦 
O2-07 フランおよびチオフェンを構造基盤とした無毒な生物付着阻害剤の開発研究 
 (岡山大院自然科学・兵庫県立大・ひとはく) 〇髙村 浩由、木之下 雄哉、杉浦 立暉、松山 大

希、奥田 千晴、頼末 武史、田中 健太、門田 功 
O2-08 マイトトキシンの LMNO環部の第二世代合成 
 (九大院理・東大院理) 〇巣山 崇佳、谷口 大真、土川 博史、佐竹 真幸、大石 徹 
 
11:50 次回予告 
12:00 昼食休憩 
 
13:00 ポスター発表 
 前半 奇数番号 
 後半 偶数番号 
 
14:20 休憩 
 
14:30 Session 7 座長：井川 貴詞（岐阜薬大） 
O2-09 多彩な働きを示すジハロアミドによる第三級アミド類の二官能基化 
 (大阪大院工) ◯内藤 智由希、南方 聖司 
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O2-10 ピラゾリウムイリドとアルケンの[3+2]付加環化反応を基盤とする高三次元性縮環ピラゾリジ
ン骨格の構築 

 (京工繊大院工芸) 〇昆陽 弦、安井 基博、盛田 雅人、山田 重之、今野 勉 
O2-11 ニトロキシルラジカル触媒によるメチルアルキルエーテルの酸化 
 (金沢大院薬・京都薬大) 〇浜田 翔平、矢野 恭子、丸橋 夢叶、臼口 和希、喜屋武 龍二、小

林 祐輔、松尾 淳一、古田 巧 
O2-12 環状ウレアの求核付加―環リモデリング戦略による含窒素ヘテロ中員環合成法の開発 
 (神戸薬大) 〇阪本 海人、武田 紀彦、市岡 鈴那、山田 孝博、上田 昌史 
 
15:50 休憩 
 
16:00 Session 8 座長：南方 聖司（大阪大院工） 
O2-13 ハロゲン誘起型結合切断によるヒドロキシクマリン類の骨格再構築 
 (立命館大薬・近大理工・同志社女子大薬) ◯要藤 友佑、塩谷 桜介、松本 侑征、菊嶌 孝太

郎、知名 秀泰、土肥 寿文 
O2-14 生体内 Lewis 酸触媒反応に向けた[3+2]環化付加反応の検討 
 (東京科学大物質理工・理研) ◯石田 晃一、大出 雄大、Ambara R. Pradipta、張 宗哲、田中 

克典 
O2-15 触媒的 EDAプロトコルを用いた[2+2+1]型環化反応による多置換ピロリジンの新規合成法の開

発 
 (1明治薬大・2スペラファーマ(株)) ◯田湯 正法 1、松隈 翔路 1、中井 啓陽 2、山野 光久 2、大

類 彩 1、山口 智久 1、齋藤 望 1 
O2-16 スルホニウム塩を用いたオキシアリルカチオンを経由する極性転換型分子変換 
 (明治薬大院) ◯中村 俊介、千葉 陸翔、矢崎 花菜子、伊藤 元気、樋口 和宏、杉山 重夫 
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第３日目 10月 8日(木) 
9:00 Session 9 座長：川本 拓治（山口大院創成科学） 
O3-01 低反応性アレーンとアルキンとの脱芳香族的分子内Diels-Alder 反応 (英語講演) 
 (富山大薬) 〇羅 浩然、沖津 貴志、篠原 義樹、矢倉 隆之 
O3-02 ボロン酸 Epin エステルの活性化による芳香族アミンのC‒Nカップリング反応 
 (岐阜薬大) ◯清水 康之介、広瀬 雄斗、市川 智大、繁田 尭、井川 貴詞 
O3-03 フタルイミジルラジカルの求電子性制御に基づくスチレンの非対称 1,2-ジアミノ化 
 (阪大院基礎工) 〇森 太平、藤井 郁哉、新谷 亮 
O3-04 フタルイミジルラジカルを用いた 2,2-ジアリールエチルアミンの多成分合成 
 (阪大院基礎工) ◯小寺 若葉、森 太平、藤井 郁哉、新谷 亮 
 
10:20 休憩 
 
10:30 Session 10 座長：徳山 英利（東北大院薬） 
O3-05 ブファジエノリドの収束的全合成 
 (東大院薬) 〇萩原 浩一、重松 航、松本 耀、井上 将行 
O3-06 オレフィンメタセシスによる中員環アザシラサイクル新規合成法の開発とそれを用いた

HDAC6阻害剤およびバソプレシンV1a受容体阻害剤ケイ素類縁体の設計・合成および物性・
活性評価 

 (1大阪大院薬・2秋田大医・3理研) 〇田中 和志 1、渡邊 慶悟 1、佐藤 かお理 2、出井 晶子 3、
林 邦忠 1、文元 めぐみ 1、布村 一人 1、 佐古 真 1、中山 淳 1、沼田 朋大 2、古田 稔 3、中川 
晋作 1、春田 純一 1、有澤 光弘 1 

O3-07 フシコカン骨格の形式骨格編集による 6-アザ-フシコカンの合成 
 (阪公大院理・東大院農生科・阪大院薬) 〇遠藤 聖也、福田 瑛吾、堀 建哉、村井 恵一、中山 

淳、保野 陽子、荒井 雅吉、佐藤 玄、葛山 智久、品田 哲郎 
O3-08 クロムサレン触媒によるジヒドロベンゾフラン類の生合成模倣型選択的合成 
 (東北大院薬) ◯木戸 啓太、長澤 翔太、藤木 翔吾、笹野 裕介、岩渕 好治 
 
11:50 昼食休憩 
 
13:00 Session 11 座長：田中 健太（岡山大院自然） 
O3-09 ビスアリールカルバゾール含有ヘリセンの光学及びキロプティカル特性 
 (阪大院工、阪大環境安全セ) 〇松本 紗耶未、王 哲、森 直 
O3-10 N-フェニルフェノチアジンラジカルカチオンを用いた近赤外線吸収材料 
 (関西大院理工・岡山大院自然・大阪技術研) ◯矢野 将文、酒井 健吾、上田 みなみ、光藤 耕

一、柏木 行康 
O3-11 光励起によるビラジカル生成を鍵過程とする環縮小反応の開発 
 (山口大院創成科学・広島大院理) ◯川本 拓治、村松 憲伸、渡邊 さくら、谷 茜音、柴田 倖
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花、八道 さやか、安倍 学 
 
14:00 休憩 
 
14:10 Session 12 座長：萩原 浩一（東大院薬） 
O3-12 共役アルキニルトリアゼンの合成と反応 
 (九工大院工) ○北村 充、浅野 宏成、和田 麻友子、下岡 弘和、岡内 辰夫 
O3-13 アスピドスペルマ骨格の発散的構築法の開発 
 (東北大院薬・東北大院生命) ○西塚 海翔、植田 浩史、小菅 周斗、徳山 英利 
O3-14 ハロゲン化亜鉛ジアミン錯体による in situ トランスメタル化を鍵とする芳香環の脱プロトン的

官能基化 
 (神戸大院工・神戸大膜セ) ◯馮 宇軒、山口 渉、森 敦紀、岡野 健太郎 
 
15:10 休憩 
 
15:20 Session 13 座長：矢野 将文（関西大院理工） 
O3-15 フォスファゼン塩基による協奏的芳香族求核置換反応 
 (東北大院薬・岩手大理工・JSTさきがけ) 林 和寿、笹本 大空、曽我 天音、平澤 陸、是永 

敏伸、根東 義則、〇重野 真徳 
O3-16 Pd/Cu 二重触媒によるジアリールケトンの立体発散的脱酸素官能基化反応 
 (早大院先進理工) ◯趙 帝、山口 潤一郎 
O3-17 Imidazo[1,5-a]pyrid-3-ylidene 配位子の置換基効果：触媒反応における電子的・立体的効果の

ラショナルデザイン 
 (岐阜大工) 本山 寛基、◯芝原 文利 
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ポスター発表一覧 
第一日目 １０月６日(火) 
P1-01 ハロゲン結合／水素結合供与型ハイブリッド触媒による二酸化炭素固定化 
 (千葉工大院工・千葉工大工) ◯千葉 結生、五所 凌介、山岡 桃子、吉越 裕介、原口 亮介 
 
P1-02 アミンホウ素ラジカルの分子内ラジカル置換反応を起点としたBNシクロアルカン類の合成 
 (1名工大院工・2北大院理・3北大WPI-ICReDD) ◯大森 千愛 1、堀江 正暉 1、内藤 聖也 1、小

幡 航希 1、前田 理 2,3、中村 修一 1、安川 直樹 1 
 
P1-03 ベタイン型ハロゲン結合供与体を用いた触媒的二酸化炭素固定化 
 (千葉工大院工・千葉大教) ◯村井 勇太、澤山 公貴、新妻 謙汰、渡邉 康平、原口 亮介 
 
P1-04 脱芳香族的環化付加/再芳香族化によるトリアゾリウム縮環多環式芳香族化合物の合成 
 (千葉工大院工・千葉工大工) ◯國分 嵩亮、金久保 晴向、武田 悠佑、齊藤 羽空、原口 亮介 
 
P1-05 酸化的[3+2]環化付加と芳香族化によるカルボジイミドから 5-アミノ-1H-1,2,3,4 テトラゾリウ

ム塩の効率的合成 
 (千葉工大院工) ○木村 仁愛、山川 一仁、國分 嵩亮、原口 亮介 
 
P1-06 プロパルギル化/分子内ヒドロアリール化/酸化的芳香族化を経由するナフトール類からのπ拡

張ピリリウム合成 
 (千葉工大院工・千葉工大工) ◯齊藤 羽空、鶴田 結子、竹越 大貴、吉越 裕介、原口 亮介 
 
P1-07 金触媒を利用したテトラヒドロナフトジフラン類の環境調和型合成 
 (昭和薬大) 〇千秋 妃美、池田 光那、橋本 善光、森田 延嘉 
 
P1-08 不溶性酸触媒を用いた脱水型分子内 Friedel‒Crafts アルキル反応の開発 
 (武蔵野大薬・武蔵野大薬研・東大院理) 小泉 奈夏世、稲木 葵、末木俊輔、牧野宏章、坪郷

哲、〇穴田 仁洋 
 
P1-09 インドロカルバゾールアルカロイド damirine B の全合成研究 
 (福山大薬・横浜薬大) ◯林 奈菜子、上田 拓巳、西山 卓志、波多江 典之、町支 臣成 
 
P1-10 不斉脱炭酸型反応に基づくα-ヒドロキシ-β-アミノ酸類縁体の不斉合成 
 (名工大院工) ◯安達 英徳、安川 直樹、中村 修一 
 
P1-11 ルイス酸を用いた 2-アミノベンゾニトリルと不飽和炭化水素類からの含窒素ヘテロ環合成 
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 (東理大創域理工) ◯長谷川 愛弥、山内 柊二、石田 健人、坂井 教郎 
 
P1-12 複数の硫黄原子を含む複素環化合物の効率的合成のための化学選択的な変換の開発 
 (東理大院先進工) ◯柴崎 颯汰、熊谷 幸子、田端 慎也、吉田 優 
 
P1-13 新規ジボロン酸無水物触媒による不飽和カルボン酸の脱水縮合アミド化反応 
 (日大文理・千葉大院教育) ◯広田 留美、堀 文仁、渡邉 康平、西依 隆一、嶋田 修之 
 
P1-14 選択的 SuFEx 反応による逐次反応のための三分岐プラットフォーム分子の開発 
 (東理大院) ◯平野 舞、山田 佳鳳、藤本 誠也、安田 貴裕、織本 雅久、吉田 優 
 
P1-15 C‒Nアトロプ異性鎖状チオイミドの特異な回転挙動 
 (芝浦工大工) ◯石毛 將暉、青山 昌平、南部 明花、北川 理 
 
P1-16 3 位窒素原子上に 2,6-二置換フェニル基を有するキナゾリン-4-オン誘導体のアトロプ異性と抗

MRSA活性 
 (芝浦工大工) 〇中村 洸友、王 煜翔、飯島 和、大森 優輝、北川 理 
 
P1-17 ビニリデンオルトキノンメチド中間体を介するブロモ環化的アゼチン合成法の開発 
 (静岡県大院薬・静岡県大薬)  ⃝鈴木 碧斗、廣川 遼、竹内 颯、山下 賢二、濱島 義隆 
 
P1-18 モノ／ビステオフィリン配位子からなるパラジウム錯体の銅フリー薗頭カップリングにおける

触媒性能比較 
 (神奈川大化学生命) ◯貝掛 勝也、金 仁華 
 
P1-19 赤外-可視クロモトロピズムに基づくCO2分子センサーの創製 
 (神院大院薬、神院大薬) ◯塩田 恵太郎、吉田 圭貴、大前 空芽、村上 遼、稲垣 冬彦 
 
P1-20 パラジウム触媒によるN-アシルイサチンの脱カルボニル化環拡大反応 
 (岡山大理・岡山大院環境生命自然・岡山大基礎研) ◯星野 名菜、闫 蔚丹、叶 俊文、西原 康

師 
 
P1-21 ドミノ[4+3]環化付加反応によるシクロヘプタトリエンの合成法の開発 
 (京都大院農) ◯貞廣 駿介、塩谷 侑大、鈴木 総一郎、入江 一浩、塚野 千尋 
 
P1-22 肺がんの診断を目的としたフッ素導入バリンインドール誘導体のデザインと合成 
 (大阪医薬大薬・京都医療科学大学) 〇岡元 龍馬、葉山 登、屋木 祐亮、宇佐美 吉英 
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P1-23 金属触媒を用いた位置選択的環化反応による連結型ベンゾチアゾールの一挙構築と大環状化合
物合成への展開 

 (岡山大院医歯薬) ◯TAN YONGQI、前田 鉄兵、茨 実穂、澤田 大介 
 
P1-24 ロジウム触媒を用いたアゾメチンイリドの発生と分子内付加環化反応による 8-アザビシクロ

[3.2.1]オクタン骨格の構築 
 (名大院創薬) 〇中西 亜由美、古橋 康平、楳窪 成祥、横島 聡 
 
P1-25 カチオン‒π相互作用による共役ケトン類の交差[2+2]光二量化反応 
 （ビューティ＆ウェルネス専門職大学・お茶女大院人間文化創成科学） ◯山田 眞二、岩田 真

歩、大野 遥香 
 
P1-26 電解酸化をキーステップとする環状カルバメートのワンポット合成法の開発 
 (芝浦工大院理工) ◯本間 晴香、本城 夏美、田嶋 稔樹 
 
P1-27 多様ならせん型ビフェニレン類の合成と光学分割 
 (岐阜薬大・阪大院薬) 〇辻 和樹、増田 雄人、市川 智大、繁田 尭、井川 貴詞 
 
P1-28 焙煎コーヒー豆由来ジテルペノイド decokahweol 類のビシクロ[3.2.1]オクタン骨格の合成研

究 
 (京大院農) 〇財田 裕翔、塚野 千尋 
 
P1-29 抗マラリア活性を有するジベンゾフラン系天然物 karnatakafuran B の全合成研究 
 (福山大共同利用センター・福山大薬) 〇稗田 雄三、西山 卓志、水野 翔太、上田 拓巳、町支 

臣成 
 
P1-30 イナミンを用いたアミノシクロブテンの電解合成 
 (富山大院理工) 〇前田 大河、直田 潤弥、岡本 一央 
 
P1-31 超原子価ヨウ素反応剤を用いた分子内C(sp3)‒H アミノ化によるピロリジン環構築 
 (立命館大院薬・武庫川女子大薬・近畿大理工) 〇北村 京平、田中 唯太、佐々 裕隆、菊嶌 孝

太郎、土肥 寿文 
 
P1-32 有機触媒を用いた 1,3,5-トリオール構造の立体選択的かつ網羅的合成法の開発 
 (東北大院理) 梅宮 茂伸、◯夏坂 桃李、平田 匠、寺田 眞浩 
 
P1-33 Lathyrane 型ジテルペンEpoxyboetirane A の合成研究: 左右フラグメントの立体選択的合成 
 (1京大院農・2同志社大) 〇伊川 葵唯 1、風間 駿佑 1、土井 貴裕 1、北 紗織 1、入江 一浩 1,2、
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塚野 千尋 1 
 
P1-34 環拡大核酸塩基をもつ新規人工ヌクレオシドの設計と合成  
 (岡山大院医歯薬) ◯Lu Yuqing、岡村 秀紀、谷口 陽祐 
 
P1-35 生理的条件下における o-ニトロフェニルイソシアネートの光誘起生成 
 (岡山大院医歯薬・東北大多元研・東北大院理) ◯William Steven、岡村 秀紀、

Soemawisastra Nadya、谷口 陽祐、永次 史 
 
P1-36 アルキニルプリン-ピリドン構造をもつ人工塩基対の合成と塩基対形成能 
 (岡山大院医歯薬・東北大多元研・東北大院理) ◯岡村 秀紀、Fan Wenjue、Dong Zhuoxin、

Trinh Hoang Giang、谷口 陽祐、永次 史 
 
P1-37 芳香族ヘテロ環を含む o-フェニレンオリゴマーおよび π拡張芳香族化合物の合成 
 (関西大学化学生命工) ○永冨 斗弥、梅田 塁 
 
P1-38 連続的アザCope 転位反応を鍵とする 2-置換トリプタミンの新規合成法の開発 
 (慶大理工) ◯村田 一樹、羽成 耀平、佐藤 亘泰、高尾 賢一、小椋 章弘 
 
P1-39 隣接 2ポケット同時認識を指向したリシン毒素A鎖阻害剤の開発 
 (東邦大院理・東邦大理・東邦大複合物性研究セ) 榊枝 剛、〇阿部 祥昌、後藤 勝、齋藤 良太 
 
P1-40 高溶解性アミノ置換フェニルスルホニル基を活用したパイ拡張化合物の合成 
 (岡山理大院理工・岡山理大工) 〇松永 至恩、高橋 力也、奥田 靖浩、折田 明浩 
 
P1-41 エステル含有ジアリールヨードニウム塩の連続的結合形成による複素環構築 
 (立命館大院薬・近畿大理工・立命館大総研) ◯栢木 大地、Elboray E. Elghareeb、Bae 

Taeho、菊嶌 孝太郎、北 泰行、土肥 寿文 
 
P1-42 亜鉛四核クラスター触媒ZnTAC24TMの官能基許容性の評価および天然有機化合物の合成研究

への応用 
 (九大院薬) 〇丹羽 貴大、丸山 航平、梅野 圭太郎、大嶋 孝志 
 
P1-43 β-位修飾された新規金属ポルフィリン錯体の合成及びCO2を用いた環状カーボネート・ポリ

カーボネート合成における触媒活性評価 
 (岡山大院自然・岡山大自然生命科学研究支援センター) 〇人見 友梨、Rana Md Shohel、砂

月 幸成、髙石 和人、新田 菜摘、依馬 正 
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P1-44 水素原子移動を基盤とする高度に官能基化された有機ケイ素分子の合成手法の開発 
 (1金沢大院薬・2金沢大医薬保・3JST) ◯鎌﨑 翔太 1、松居 洋輝 2、松本 晃 1、王 超 1、平野 

圭一 1,3 
 
P1-45 trans-ヒドロホウ素化によるオキサボロールの合成 
 (1金沢大医薬保・2金沢大院薬・3JST）〇小島 大輝 1、夏秋 真衣 1、安齋 翔真 2、松本 晃 2、

王 超 2、平野 圭一 2,3 
 
P1-46 触媒的 EDA錯体形成を経るジフルオロアルキル化オキシインドール合成 
 (長崎大院医歯薬) ◯山本 耕介、早田 圭吾、三田 京介、栗山 正巳 
 
P1-47 2,5-置換型チオフェンを有するN-メチルアミド類の合成と立体構造における分子内 S‒O相互

作用の効果 
 (昭和薬大) ◯伊藤 愛、小池 栞奈、池田 琉華、伯野 翠、山﨑 龍、岡本 巌 
 
P1-48 光で駆動するシクロブタノンとボロン酸エステルの分子間カップリング反応 
 (学習院大理) 〇林 洋一郎、河野 大誠、柴崎 瑛士郎、増田 涼介、草間 博之 
 
P1-49 銅触媒を用いる持続性ラジカルとカテコールの位置選択的脱水素型クロスカップリング 
 (立命館大生命科学) 〇森本 悠聖、木原 和輝、五月女 宜裕 
 
P1-50 反応機構解析に基づくシクロプロペノンからの光触媒的アルキン生成 
 (金沢大院薬・兵庫県立大院工) 〇今井 幸暉、古山 渓行、最上 舜介、瀧川 紘、三代 憲司 
 
P1-51 カチオン性イリジウム触媒を用いたヘテロ芳香族カルボン酸の脱炭酸反応 
 (東邦大院理) ◯大内 瑠菜、桑原 俊介、白井 智彦 
 
P1-52 CO2を炭素源とするインドールの誘導体化：ビアリール骨格の構築 
 (岡山大院自然) ◯安井 紗実、Sha Li、西原 蒼、新田 菜摘、高石 和人、依馬 正 
 
P1-53 アザテロピレン誘導体の合成と性質 
 (大阪公立大院理) 〇清水 彩花、小嵜 正敏  
 
P1-54 N-オキシラジカルの付加を起点とした触媒的酸素付加型環化反応 
 (北里大院薬) 〇山本 大介、熊倉 優太、黒澤 直生、牧野 一石 
 
P1-55 ヒドロキシクマリン類のジハロゲン化を鍵とするフラボン骨格への変換 
 (立命館大院薬・同志社女子大薬) ○松本 侑征、要藤 友佑、知名 秀泰、土肥 寿文 
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P1-56 半導体光触媒を用いるキノリン誘導体の次元編集型カップリング反応 
 (名大院理・名大 IRCCS) ◯伊藤 美咲、森 彰吾、斎藤 進 
 
P1-57 ジスルフィド結合切断におけるアミド基の隣接基関与の機構解明 
 (武庫川女大院薬) ◯李 敏智、水上 玲穂、稲本 浄文、阿部 将大 
 
P1-58 フラボノール類の合成後期多様化戦略の開発 
 (筑波大院数理物質・筑波大睡眠研究機構) 〇芹澤 輝也、須貝 智也、沓村 憲樹 
 
P1-59 有機電解によるジベンゾクリセン誘導体の構築およびその安定ラジカルカチオン種の生成 
 (東北大院理) 〇先崎 啓太、佐藤 太久真、寺田 眞浩、金 鉄男 
 
P1-60 伝承薬物由来ブテノリド類の網羅的合成とメラニン産生抑制活性に関する構造活性相関研究 
 (近畿大院薬・近畿大薬・富山大和漢研・近畿大薬総研) ◯鈴木 璃子、高島 克輝、萬瀬 貴

昭、石川 文洋、森川 敏生、田邉 元三 
 
P1-61 エオシン Yを基盤とした赤色・近赤外光HAT触媒の開発 
 (富山大薬)柳町 和歩、谷岡 卓、山田 強、松谷 裕二 
 
P1-62 銅可視光酸化還元触媒による脂肪族アルケンの anti-Markovnikov 型ヒドロアミノ化反応の開

発 
 (岡山大院環境生命自然) ◯桝井 里花子、奥 直樹、三浦 智也 
 
P1-63 ニトロアジリジンの直接合成とβ-アリール-β-ニトロエナミンへの変換 
 (高知工大院理工) 〇山本 茉秀、西脇 永敏 
 
P1-64 ホスフィンオキシド触媒を用いたカルボン酸とイサチンの不斉アルドール反応による 3-ヒドロ

キシ-2-オキシインドール類の立体選択的合成 
 (熊本大院薬) ◯有木 蓮、吉原 勇作、荒江 祥永、中島 誠、小谷 俊介 
 
P1-65 NMRによる 1,2,3-トリアゾール誘導体の反応追跡と多官能性基質への展開 
 (愛知教育大自然) ◯中野 博文、梶田 節男 
 
P1-66 フェノチアジン型有機光触媒による塩化アリールの一置換および多置換ホスホン酸エステル化

反応 
 (岡山大院自然) ◯後藤 優大、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
 



 - 22 - 

P1-67 ピリジニウムフェノレート型双性イオン構造を有するアザジベンゾ[fg,op]ナフタセンの合成と
性質 

 (大阪公立大院理) 〇西畑 雄人、小嵜 正敏 
 
P1-68 深共晶溶媒を用いたテトラフェニルポルフィリン銅錯体化における最適なHBAの探索 
 (近畿大工・大分大理工) 〇木村 幸太、信岡 かおる、北岡 賢 
 
P1-69 深共晶溶媒を活用したテトラフェニルポルフィリンの金属錯体合成に適したHBDの探索 
 (近畿大学・大分大学) 〇吉村 祐樹、信岡 かおる、北岡 賢 
 
P1-70 チオアミド由来 SMOM体を介した酸化的C‒S 結合形成によるビアリール類の合成 
 (同志社生命) 〇野瀬 英莉、勝山 遥武、太田 哲男、大江 洋平、中村 光 
 
P1-71 亜鉛触媒を用いたキノリン‒ベンゾフラン型ビアリール誘導体の合成および分光学的特性 
 (同志社生命) ○中島 皐月、喜多 拓哉、濱口 尚斗、中村 光、太田 哲男、大江 洋平 
 
P1-72 有機硫黄触媒によるハロゲン化アリールのホスホン酸エステル化反応の開発 
 (岡山大理・岡山大院自然) 〇千田 小遥、田中 健太、高村 浩由、門田 功 
 
P1-73 C‒H臭素化を基盤とするアルコールを原料とした光チオエステル化反応の開発 
 (岡山大理) 〇三宅 花音、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
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第二日目 １０月7日(水) 
P2-01 C‒H臭素化を鍵とするアルデヒドを原料とした光チオ・セレノエステル化反応の開発 
 (岡山大院自然) ◯金坂 勇亮、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
 
P2-02 C‒H臭素化を基盤とするアルデヒドとアルコールを原料とした光エステル化反応 
 (岡山大院自然) ◯Nova Alfian Hariyanto、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
 
P2-03 C‒H臭素化を鍵とする光マクロラクトン化および光エステル化反応の開発 
 (岡山大院自然) ◯宮本 篤弥、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
 
P2-04 セレノメチオニン残基のビニルグリシン残基への変換法と修飾反応 
 (産総研・筑波大数理物質・京大院薬) 〇坂本 一馬、明野 純也、川島 淳一郎、上田 善弘 
 
P2-05 Terpolymerization of Cyclohexene Oxide, CO2, and p-Toluenesulfonyl Isocyanate: 

Synthesis and Properties of Poly(urethane-carbonate)s 
 (Okayama University Graduate School of Environmental, Life, Natural Science and 

Technology) ◯Rana Md Shohel, Yuri Hitomi, Natsumi Nitta, Tadashi Ema 
 
P2-06 チア-アザベンゾインダニウム光酸化還元触媒の開発 
 (京大院工) ○藺牟田 拓磨、奥村 慎太郎、石田 直樹 
 
P2-07 ジエポキシドを基盤とした骨格発散合成に向けた 2,7-ジオキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン骨格の

一挙構築反応の開発 
 (阪公大院理) ◯渡邉 将由、西川 慶祐、森本 善樹 
 
P2-08 金触媒によるアザエニンメタセシスを基盤とするテトラヒドロ-1,4-ジアゼピンのワンポット合

成法の開発 
 (京府大院生命環境・金沢大医薬保・金沢大院薬・富山大理) 野村 夏帆、小山 空人、小林 

諒、王 超、柘植 清志、平野 圭一、○杉本 健士 
 
P2-09 NHC触媒アロイル化反応を利用したキサントン天然物Termicalcicolanone B の合成研究 
 (上智大理工) 〇吉田 元鷹、室井 麻緒、小澤 洸太、江島 有希、鈴木 由美子 
 
P2-10 可視光による塩化アリールを原料とするセレノエーテル化反応の開発 
 (岡山大理・岡山大院自然) 〇塩山 大貴、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 
 
P2-11 モノ及びジクロロアレーンの有機光触媒によるヘテロアリール化反応の開発 
 (岡山大院自然) ◯大石 誠人、田中 健太、髙村 浩由、門田 功 



 - 24 - 

 
P2-12 超強酸促進環化異性化反応によるジベンゾアゾニンおよびジベンゾアゼシン誘導体の合成 
 (阿南高専・東大院理・長岡技科大院工) ◯山田 蒼、安部 航太郎、榎谷 璃久、工藤 優佑、齋

藤 命音、坪郷 哲、戸田 智之、大谷 卓 
 
P2-13 四官能性メタンの合成とジェミナル環化の検討 
 (高知工大理工) ◯堤 勇登、西脇 永敏 
 
P2-14 インドールの化学選択的 1-アミノ化法の開発 
 (京大院薬) ◯中山 史也、竹本 佳司、南條 毅 
 
P2-15 ビチオフェンをドナーとして導入したジベンゾペンタレン誘導体の合成と光物性評価 
 (岡山理大院理工、岡山理大工) 〇大島 蓮音、小林 真生、奥田 靖浩、折田 明浩 
 
P2-16 CO2を用いる芳香環のC‒Hホルミル化反応の開発と応用 
 (岡山大院自然) ◯西原 蒼、廣川 慧、Bikash Dev Nath、高石 和人、新田 菜摘、依馬 正 
 
P2-17 光触媒を用いた窒素含有化合物の重水素化と利用 
 (阪大薬・阪大院薬) 〇戸上 真輝、円城寺 ななみ、澤間 善成 
 
P2-18 脱ホスフィニル型環化を鍵プロセスとする含窒素π共役化合物の合成 
 (岡山理大院理工・岡山理大工) ◯高本 朔汰、白井 萌子、三宅 貴翔、奥田 靖浩、折田 明浩 
 
P2-19 ジヒドロキシ[6]ヘリセンの酸化環化反応によるオキサ[7]サーキュレンの合成 
 (岡山理大工)〇岩倉 旭良、松永 至恩、大久保 鷹志、高橋 力也、奥田 靖浩、折田 明浩 
 
P2-20 毒ガエルアルカロイド pseudophrynamine 類の合成研究 
 (富山大院医薬理工) 〇出原 明宏、小林 奈央、中川 裕介、岡田 卓哉、豊岡 尚樹 
 
P2-21 3a 位にキラルな内部プロパルギル側鎖を有する縮環インドリン類のNi 触媒による立体選択的

合成 
 (阪公大院理、阪大院工) 〇岸田 風賀、道上 健一、大橋 理人 
 
P2-22 2-チオピリジニウム塩の光誘起電子移動を利用したチオール脱硫法の開発 
 (京大院薬) ◯国松 望恵、林 逸軒、竹本 佳司、南條 毅 
 
P2-23 深共晶溶媒が誘起するポルフィリンの会合挙動と光反応特性 
 (大分大院理工・近畿大工・大分大理工) 〇長尾 佑斗、北岡 賢、信岡 かおる 
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P2-24 イミダゾリウム型イオン液体のステッター反応触媒評価と天然深共晶溶媒触媒への展開 
 (大分大院理工・近畿大工・大分大理工) 〇吉田 稜、北岡 賢、信岡 かおる 
 
P2-25 2 位に置換基を持つベンゾセレノテトラミソールの合成と反応 
 (日本大学大学院生産工学研究科) ◯丸山 柊馬、市川 隼人 
 
P2-26 Pyrido[1,2-a]pyrimidin-2-one 骨格の合成と誘導体化 
 (安田女大薬・工学院大先進工) 河野 凪沙、岩崎 修太、大山 透、大野 修、小西 英之、◯松

野 研司 
 
P2-27 2-アミノシアノ酢酸エチルのアルキニルイミンへの共役付加反応を用いた含窒素ビシクロ環化

合物の合成 
 (三重大院工) 〇岡田 彩那、木村 百花、浜崎 由弦、八谷 巌 
 
P2-28 オキソアンモニウムイオンを利用した脱炭酸反応及びアルケンの 2官能基化反応の開発 
 (山口大院創成) 〇伊藤 凜、加茂 葵羽、岡村 俊孝、西形 孝司 
 
P2-29 ピリジンN-オキシド触媒による環状エーテルの開環に伴うジスルホナート化反応の開発 
 (名城大薬) ◯吉田 圭佑、佐藤 俊輔、牧山 眞大、長谷川 紗希、橋元 花奈、近藤 秀太、北垣 

伸治 
 
P2-30 ヘテロアリール置換アズレン類の合成と酸性下での発光特性 
 (東京電機大院工) 〇武田 知昂、齋藤 彪伽、山本 哲也 
 
P2-31 オルトキノンメチドとα,β-不飽和ヒドラゾンとの逆電子要請型Diels‒Alder 反応 
 (昭和薬大) 〇前田 裕輝、原田 萌、岩田 琉詩、橋本 善光、森田 延嘉 
 
P2-32 縮環ジベンゾアゼピン誘導体の合成と動的立体挙動の解析 
 (1阪大薬・2阪大先導学際研・3阪大院薬・4阪大CN連携) 〇城島 優稀 1、板橋 勇輝 2、井上 

豪 2,3、大久保 敬 2,4、淺原 時泰 2,3 
 
P2-33 立体選択的グルクロニル化反応による新規超原子価ヨウ素反応剤の開発 
 (立命館大薬院) 〇杜 天淇、土肥 寿文 
 
P2-34 酸素・硫黄含有ヘテロアセンを基盤とした巨大空孔環状分子の合成とフラーレンテンプレート

効果の解明 
 (1京大院工・2金沢大WPI-NanoLSI) 〇森田 楓人 1、大谷 俊介 1、加藤 研一 1、生越 友樹 1,2 
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P2-35 非天然型カンナビノイド誘導体の新規合成法の開発 
 (東理大院薬) 〇日高 実莉、森田 瞬也、内呂 拓実 
 
P2-36 嵩高いイミダゾ[1,5-a]ピリジン-3-イリデン配位パラジウム錯体の合成と触媒作用 
 (東京電大院工)◯下村 向日葵、山本 哲也、稗田 莉心 
 
P2-37 自製重水酸化カリウム重水溶液を用いたハロベンゼン類の多重重水素化 
 (1阪大薬・2阪大院薬) ◯津田 桃佳 1、橋本 理一 2、澤間 善成 2 
 
P2-38 N-スルホニル-1,2,3-トリアゾールを用いた 1,3-双極環化付加による新規ヘテロ環化合物の合成 
 (神戸市立工高専応用化学科・神戸市立工高専専攻科応用化学専攻) ◯小泉 拓也、高濱 壮悟、

倉垣 真翔、中井 柚萌 
 
P2-39 植物病原菌毒素 Pyriculin A, B の合成研究 
 (岡大・農化) ◯西村 勇輝、下村 勝真、桑名 晶妃、温 皓然、石本 泰輝、馬場 健司、清田 

洋正 
 
P2-40 核酸系抗HIV薬 EFdAアナログの合成研究 
 (岡大・農化) ◯宮本 理央、永田 雄平、河原 航太、三木 由崇、馬場 健司、清田 洋正 
 
P2-41 イミド縮環反応によるカチオン性アザピレン誘導体の合成と物性 
 (東洋大院理工) ◯阿部 萌々子、小田 晋 
 
P2-42 新規窒素架橋ジヒドロフェナジン誘導体の合成と物性 
 (東洋大院理工) ◯堀口 裕介、小田 晋 
 
P2-43 5 価ビスマス試薬を用いた脱硫を伴うベンズイミダゾキナゾリンおよびベンゾオキサゾール類

の合成 
 (愛知学院大薬) 〇村田 裕基、二橋 英俊、松村 実生、安池 修之 
 
P2-44 新規なジカチオン型ローダミン色素の合成と酸化還元特性 
 (愛知学院大薬・愛知学院大院薬) ◯原田 芽生、高井 琢登、山崎 龍弥、小幡 徹、神野 伸一

郎 
 
P2-45 新規[10](1,4)ピリジノファジイニウム塩の構造解析 
 (早大先進理工) ◯金髙 峰土、鹿又 宣弘 
 



 - 27 - 

P2-46 ヤセウツボ幼根伸張阻害物質 Phanerolactone 類の合成研究 
 (岡大・農化) 〇石畑 綾二朗、髙橋 萌々香、西本 光希、馬場 健司、清田 洋正 
 
P2-47 抗インフルエンザ薬を指向したシアル酸誘導体の開発 
 (岡大・農化・農工大・院工) ◯永田 雄平 、徐 超、松本 達磨、馬場 健司、Christopher J. 

Vavricka、清田 洋正 
 
P2-48 新規[8]メタシクロファジエンジインの反応系内発生とアジドによる逐次捕捉反応 
 (早大先進理工) ◯佐々木 一太、鹿又 宣弘 
 
P2-49 Maoecrystal V の合成研究 
 (岡山大院自然) 〇下村 勝真、馬場 健司、片山 峻樹、清田 洋正 
 
P2-50 [8]パラシクロファジイン類の歪み促進型アジド-アルキン環化付加反応および環化付加体の二

次修飾 
 (早大先進理工) 〇鹿島 拓巳、鎌田 祐輝、鹿又 宣弘 
 
P2-51 抗腫瘍物質 Sanctolide A のアナログ合成研究 
 (岡大・農化) 〇大澤 菜々穂、石本 泰輝、馬場 健司、香山 健太郎、清田 洋正 
 
P2-52 高酸化ジテルペン Providencin の全合成研究 
 (兵庫医大薬・京大院薬) ◯山口 琉成、西名 亮、高須 清誠、山岡 庸介、宮部 豪人 
 
P2-53 光酸化還元触媒による活性メチレン化合物のシクロプロパン化反応の開発 
 (兵庫医科大学薬) 〇山本 貫仁、井元 勇希、酒井 毬衣、山岡 庸介、宮部 豪人 
 
P2-54 2-アリールニコチン酸の脱炭酸アリール化 
 (高知工大理工) 〇上村 知菜乃、西脇 永敏 
 
P2-55 毒ガエルアルカロイド Lehmizidine 類の合成研究 
 (富山大院医薬理工) ◯宮川 雄汰, 江口 健太, 岡田 卓哉, 豊岡 尚樹 
 
P2-56 炭素鎖架橋BODIPY二量体の合成と機能評価 
 (京府大院生命環境) 〇季高 史弥、西川 日絃、今吉 亜由美、波田 雅彦、椿 一典 
 
P2-57 第二級ホスフィンスルフィドをチオール等価体として用いるエポキシドの開環反応と展開 
 (東京薬大院薬・東洋大理工) ◯植木 俊行、平島 真一、小田 晋、大神田 翔太、藤野 亮、廣

田 瑛紀、松島 恭征、中島 康介、三浦 剛 
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P2-58 ポリアミン修飾クロリン誘導体の凝集制御とグアニン四重鎖DNA認識 
 (筑波大院数理物質) ◯苅田 諒央、正角 優吏、百武 篤也、石橋 孝章 
 
P2-59 キラルDMAP型触媒の開発と反応への応用 
 (明治薬大院) ◯加藤 友里愛、木村 真也、横屋 正志 
 
P2-60 トリアゾールヨードニウム塩のカップリング反応 
 (立命館大院薬) 〇須藤 日菜、林 巧実、Elghareeb E. Elboray、土肥 寿文 
 
P2-61 CO2の高効率回収を目指したアミン分子の設計と混合吸収液の開発 
 (早大先進理工) ◯丁 炫榮、鹿又 宣弘 
 
P2-62 脱酸素的CO2固定化を鍵とするトリプタミンからのワンポットスピロ環形成 
 (岡山大院自然) 高石 和人、〇岩城 滉佑、森下 孟、新田 菜摘、依馬 正 
 
P2-63 ジアザベンゾアセナフテニウム光触媒によるピリジンメタノールの水中脱ヒドロキシ化反応 
 (京大院工) 〇下坂 孔基、奥村 慎太郎、北村 翔一、杉山 佳奈美、浦谷 浩輝、藺牟田 拓磨、

佐藤 啓文、石田 直樹 
 
P2-64 アリールボロン酸エステルの重水素標識化反応の開発 
 (岐阜薬大・阪大院薬) 〇齋藤 真行、岡 直輝、櫻田 直也、佐橋 潤哉、市川 智大、繁田 尭、

佐治木 弘尚、井川 貴詞 
 
P2-65 9-フェニルカルバゾールを組み込んだアントラセンビスイミド誘導体の合成と蛍光特性 
 (岡山理大院理工・岡山理大理) 〇松本 未帆、河野 健人、岩永 哲夫 
 
P2-66 アザアズレニルチオフェン誘導体の合成と蛍光センシング特性 
 (神奈川工大工) ○山口 淳一、藤澤 侑輝、大西 裕也 
 
P2-67 2 段階脱プロトン化反応に基づく蛍光・呈色応答ロタキサンの開発 
 (京都府大院生命環境) ◯小谷 頼也、今吉 亜由美、椿 一典 
 
P2-68 ニトロアレーンのフロー式部分還元を鍵とする複素環化合物の連続合成 
 (1岐阜薬大・2愛知工大) ◯櫻田 直也 1、森重 千絵 1、市川 智大 1、繁田 尭 1、佐治木 弘尚 2、

井川貴詞 1 
 
P2-69 イソオキサゾリンの陰極還元を用いたN‒O結合切断によるエナミノケトンの合成 
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 (岡山大院自然) 〇寺見 遼太朗、佐藤 英祐、菅 誠治 
 
P2-70 アルキルスルホンの電解還元によるラジカルカップリング反応の開発 
 (岡山大院自然) 〇本谷 春樹、目崎 皓大、光藤 耕一、菅 誠治 
 
P2-71 ハロゲン結合性超分子の分子平面性制御に基づく固体発光コントロール 
 (茨城大工・京工繊大工芸) 〇手崎 綾香、盛田 雅人、山田 重之 
 
P2-72 求電子的超原子価ヨウ素シアノ化剤の新規合成法 
 (岡山大院自然) ◯平田 直樹、佐藤 英祐、菅 誠治 
 
P2-73 ジアリールスルフィドを用いたラジカルホウ素化反応の開発 
 (山口大院創成科学) ◯中山 和樹、虎清 桃佳、川本 拓治 
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第 55回複素環化学討論会の開催にあたり、下記の企業・法人より多大なるご支援を賜りました。厚
く御礼申し上げます。 
 

・日東化成株式会社 様 

・エスケー化研株式会社 様 

・株式会社DFC 様 

・株式会社イーシーフロンティア 様 

・株式会社テクノシグマ 様 

・岡山薬品工業株式会社 様 

・大阪有機化学工業株式会社 様 

・新青山株式会社 様 

・株式会社ナード研究所 様 

・北興化学工業株式会社 様 

・東亞合成株式会社 様 

・フリューゲルズ株式会社 様 

・Asian Chemical Editorial Society (ACES) 様 

・公益社団法人 日本化学会 様 

・公益社団法人 日本薬学会 様 

・おかやま観光コンベンション協会 様 
 



 
 
 
 
 
 

Dr. Mitsudo Prof. Suga

【OPEN Access】
Synthesis of boranils by iodide-mediated 
demethylative borylation and their properties
K. Mitsudo,* R. Magata, E. Sato, T. Nakamura, 
A. Wakamiya, S. Suga,*
Bull. Chem. Soc. Jpn. 2026, 99, uoag070.

Boranil

Prof. Yoshida

Prof. Fuwa

Copyright 2026 The Chemical Society of Japan. All rights reserved.

Marine 
Macrolides

Benzoxepines

Unusual skeletal editing of oxadiazinones
with aryne intermediates

K. Nagase, Y. Yamamoto, S. Yoshida,*
Chem. Lett. 2026, 55, upag124.

Aryne 
Intermediates

Organophotoredox catalysis 
in C–C cross-coupling reactions 
by a phosphonium ylide
Y. Toda,* R. Komatsu, S. Fuwa,
Chem. Lett. 2026, 55, upag097.

Cross-coupling 
Reaction

【FREE Access】
From sacrificial 

to catalytic photogenerated reductantformation
: a sulfide-mediated platform 

in photoredox catalysis
M. Tayu,* K. Matsukuma, S. Ohrui, N. Saito,*

Bull. Chem. Soc. Jpn. 2026, 99, uoag103.

Photoredox

Dr. Mori

Dr. Toda

Dr. Tayu Prof. Saito

【OPEN Access】
Synthetic studies on leptolyngbyalides A–C: 
stereoselective synthesis of the C1–C15 fragment
K. Murata, H. Fuwa,*
Chem. Lett. 2026, 55, upag153.

【FREE Access】
Divergent synthetic route 

to exo-methylene-type indanes and benzoxepines: 
dramatic effect of acid catalyst selection

H. Okawa, M. Anada, S. Sueki, K. Makino, 
T. Kawasaki-Takasuka, K. Mori,*

Bull. Chem. Soc. Jpn. 2026, 99, uoag066.


